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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・各種提出書類について、管理者印は慶長が捺印する為、忘れずに提出すること。
・年次有給休暇を申請したら慶長JGMへ報告すること。年休希望を記載できるカレンダーを準備しているため、各自確認して記載すること。

・デイケア保険について、利用者に案内をしているため、加入希望者がいた際には、用紙への記載を促していくこと。デイナイトケア利用者に関しては、青風荘スタッフへ情報を伝えている。

・4/20（土）六角堂祭、春の会実施。
・3/26、27、28中級昇格試験実施。

＜研修案内＞
〔内部研修〕

・看護グループ内研修
　3/13（水）17:15～18:15　テーマ：精神科看護の役割　講師：佐藤AOM

〔外部研修〕

・3/23（土）アルコール関連の研修会が青森市で開催される。詳細は部署宛てのWIZメールを確認すること。

・3/28（木）認知症セミナーの案内があり、詳しくはWIZ掲示板を確認すること。

＜各種締め切り＞
・疾患別診療計画書（医師評価必要な方の分）3/25（月）までに慶長JGMへ。書式内の意向聴取者は馬場の名前を入れること。

・経過記録3/8（金）

＜利用者様情報＞
デイケア
・鈴木　知子　様～来所時足を引きずっており、数日前から左膝に痛みがあることを話している。以前に病院受診した際に、膝の軟骨がすり減っていると言われたとのことで、それが原因ではないかと話している。以前処方された塗り薬があるが使用していないと話す為、塗るように助言すると「右足に（痛みが）来るのがこわいから塗ろうかな」と話している。中村与一郎様が眠いとの発言をしたことを気にするような発言や、デイケアに居るスタッフで男性スタッフは、今日いるのかの確認がある。
・我満　奈津紀様～来所後、娘様が2ヶ月主治医の診察を受けていない為、月曜日に付き添いで受診同行するする為月曜日は欠席すると報告がある。娘様は1月ぐらいから外出できない等があったと話している。レクダンスの時間には頭痛を訴え途中退席している。体を動かすと頭痛がひどくなり、休んでいると大丈夫とのこと。先月のホルモン注射の副作用ではないかと話しており、休養されている。
・川口　尚良　様～来所して直ぐに、スタッフに入浴券のサインを求めている。その際に本日の入浴も1回のみなのかの確認がある。1回のみであることを伝えると、「そんなことある～」と信じられないような発言が聞かれており、その発言以降スタッフに話し掛けることなく、過ごしている。
・市澤　信行　様～本人様より電話連絡があり連絡があり、腰から足にかけて疼痛と痺れがある為、欠席したいとの連絡をいただいている。何か行ったりしたのか確認をすると、特に何も行っておらず、天気が悪いためと話している。
・大下　伸治　様～朝のミーティング時に参加していないことがある。その他、レクダンスにも、行ったり休んだりとしており最終的には、椅子に座って休んでいる。どうしたのか尋ねると頭痛があることを話している。そのため、酷くなる前に頭痛薬の服用することを伝えるも、もう少し我慢すると話している。
デイナイトケア
・板橋　利美　様～青風荘から情報提供がある。昨日の夕食を全量摂取したことについて「頑張って夕食食べたよ」と話していたという。本日の朝食は全体的に2/3摂取。みぞおち辺りの疼痛や違和感は持続しているとのこと。昨年末から老齢厚生年金を受給しているが、併せて企業年金を受給予定。本人に説明しながら申請を進めていくという。金銭面で不安感を訴えるおそれがあるため、訴えがあった際は適宜対応していくこととした。
・山田　隆雄　様～青風荘から情報提供がある。昨日帰荘後に空笑が認められたが、以後は普段通り過ごしている。本日のデイナイトケアでも空笑等の症状は認められない
・鈴木　真知子様～昨日の自主活動時に爆睡している事があり、その事もあってか就床前薬を服用する時間に来ず、荘内放送を掛けて来ているとのこと。
・吉田　富秋　様～歯科受診している。異常等が見られた際には、歯科に連絡が欲しいとのこと。
ナイトケア
・村上　元道　様～来所時「仕事で苛々することがあった」と話しており、状況を確認。職場に自身が気に入らない利用者が入職し、集まって雑談をしながら仕事をしていることが気に食わず、苛々しながら仕事をしているとのこと。仕事への支障や本人への実害はないとのことだが、繰り返し苛々感を訴えている。本人の訴えを傾聴し、今後のレベルアップのためにも苛々感への対処法を身に付け実践していくことを提案。「色々対処考えながらやってみる」と話す為、実践しつつ、対処できない際にはスタッフに相談するよう促している。
カンファレンスシート（　根地戸　恵　様　）

実施日：H31年3月7日（木）13：45～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：鳥谷部

参加者：慶長・柴崎・紫葉・鳥谷部

検討内容　

	氏名
	根地戸　恵　様
	性別
	女
	年齢
	38
	生年月日
	昭和55年4月7日

	主病名
	統合失調症(F20)
	合併症
	子宮頸部高度異形成

	治療方針（医師の指示）
	安定した生活を送る。

	本人希望
	入院をしないようにする。
いずれは交際相手と結婚したい。

	家族希望
	入院せずに生活を送る。自立して欲しい。

	入院歴
	計8回　　
緑ヶ丘病院　1回（H19.10.1～H20.1.17）
当院7回（最終：H30.11.20～H30.12.22）

	通所歴
	4回目（※H30.12.27～）

	その他サービス利用
	特記なし

	住居：自宅（両親と3人暮らし）

主援助者は母で治療に協力的であり､本人との関係性も良好だが、時に意見の食い違いから言い争いがある。やや過保護となることもある。父との関係性は不良で、本人はあまり交流を持ちたがらない。また、今回の入院の要因となっている。兄とはあまり交流はないが、妹とは現在でも遊びに行くなどの交流がある。
	家族構成







	利用制度
	· 障害基礎年金1級　受給中

· 精神障害者保健福祉手帳1級　受給中

· 自立支援医療制度　受給中


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	入院せずに、自宅での生活を続け、生活基礎能力を身につける。
	①自身の疾患の特徴を理解し、服薬を自分で管理できるようになる。
	①統合失調症の特徴について理解する。自身の体験を振り返り、怠薬が病状悪化に影響していることを理解し、自分から薬を飲むように意識する。
	①疾病教室に参加し、統合失調症の症状を正しく理解できるように、プログラム後に振り返りを行う。服薬状況についても定期的に確認し、怠薬が少なければ評価をし、行動の強化を図る。

	
	②自宅では、1つでも家事を手伝う。
	②洗濯、食器洗い、軽食づくりなど、できるところから家事を手伝い始め、続ける。
	②自宅での手伝いの状況について確認し、手伝っていれば評価をする。1つずつできることを増やすために、課題を一緒に見つける。

	
	③対人関係における基本的なスキルを学び、生活場面で応用する。
	③対人関係において、イライラや不安、体調の悪さを感じたときは、距離を置く、静かな場所に異動し、自身の不調回復に努める。
	③対人関係においてどのように対処をしていいかわからないときは、現実的で実現可能な方法を一緒に立案し、実施する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①統合失調症の特徴について理解する。自身の体験を振り返り、怠薬が病状悪化に影響していることを理解し、自分から薬を飲むように意識する。
	母親が管理を手伝っていることもあり、怠薬は殆どないが、錠剤が多い事への不満はある。デポ剤を使用していることもあり、精神的な症状の大きな変化はない。自身の容姿を気にする事はあるが、過度とはならない。怠薬が病状悪化に繋がっていることは何となく理解している様子であり、薬をきちんと飲んでいることを担当スタッフに報告し、褒められると嬉しそうにしている。
	怠薬のリスクは高く、薬を飲むという行動を強化するためには、今後も本計画の継続が必要と思われる。

	②洗濯、食器洗い、軽食づくりなど、できるところから家事を手伝い始め、続ける。
	自宅では掃除、洗濯、仏壇、神棚の供え物をしているとの事で手伝う場面が増えており、継続している。デイケアではあまり何かを自主的に手伝う様子はないが、スタッフがタオルを洗うと、物干しへ掛ける等一緒に手を動かすこともある。
	結婚したいという目標を達成するには、自立度を高める必要がある。その為には、出来ないことが少ない方が良いと思われる為、家事を中心としたスキルの獲得は必須といえる。デイケア内でも出来ることを増やすことができるように、まずは手伝いからといった形で行動に起こしてもらうようにする。よって、計画を継続する。

	③対人関係において、イライラや不安、体調の悪さを感じたときは、距離を置く、静かな場所に移動し、自身の不調回復に努める。
	気分変動があり、些細な事が刺激となり他利用者を嫌ったり、一時的に不機嫌となるが、スタッフと話をすることで行動の振り返りが出来、謝罪も出来る。しかし身体接触が多く、人との距離が近いことも有り、対人トラブルの可能性は高い。
	頭で理解するよりは、体験的に理解することの方が得意であり、知識の吸着が早いと思われる。よって、不適切な行動を取った場合は、振り返りを行い、どう振る舞えばよかったのか常識について教えていくこととする。よって、本計画を継続する。


⇒計画の変更なし。現計画を実行していく。定期的な通所は出来ている為、頑張っている事を評価する。感情に左右されやすい面や自身の伝えたい事を上手く言葉で表現できない事もある為、本人の話を良く聞き、上手く引き出すような工夫と繰り返し伝える事が必要である。また行動の強化・モチベーションの獲得のためには正のフィードバックをしていくことが有効であると思われる。
